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変圧器加圧時の励磁突入電流に関する計算手法

については, 一般的に����に準拠する手法や

����を活用する手法が用いられている. しかし,

いずれの手法も実測結果から最大突入電流を予測

することは困難であるのが現状となっている. そ

のため, 変圧器加圧時の瞬時電圧低下量を正確に

予測することができず, ユーザーに多大な迷惑を

かける場合も少なくない.

そこで, 株式会社興電社ではオフセット磁束,

電圧補正磁束, 理論磁束, 単位突入励磁電流を定

義し, 突入電流波高値 (変圧器メーカー計算値)

および実測結果から最大突入電流を予測する手法

を考案し, 研究を進めている.

従来, 計算は表計算ソフトを利用して求めてい

たが, データによっては, エラーが発生したり,

計算結果の確認, 表示なども含めて, 操作性が良

いとはいえない状況であった.

今回の開発では, ��言語を利用し, オブジェ

クト指向によるプログラム開発を行うことにより,

デバッグも容易なシステムを実現し, 一般ユーザー

も利用できるシステムを構築することを目的とし

て進めた.

これまでの開発経過について報告する.
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下記の３項を入力項目として, 突入線電流と基

本波受電電圧 (瞬時電圧低下量) の波形生成を行

うシステムの開発を行う.

1)変圧器励磁電流メーカー計算値

2)変圧器停止現地試験結果

3)変圧器加圧現地試験結果

4)複数サイクルでの解析

開発は, 主に1)入力項目, 2)突入電流演算機能

及び波形生成機能, 3)電圧低下量演算機能の３つ

のプログラムの開発に分けられ, それらの結果を

まとめて表示するようにした.

以下において各開発手順を示す.
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この機能については, メーカー提出の励磁電流
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変圧器加圧時の励磁突入電流に関する計算手法は, 一般的に����＊3に準拠する手法や����を活用す

る手法が用いられるが, いずれの手法も実測結果から最大突入電流＊4の予測は困難である.

そこで, 株式会社興電社ではオフセット磁束, 電圧補正磁束, 理論磁束, 単位突入励磁電流を定義し,

突入電流波高値 (変圧器メーカー計算値)及び実測結果から最大突入電流を予測する手法を研究している.

今回の開発では, ��言語を利用し, オブジェクト指向によるプログラム開発を行うことにより, デバッ

グも容易なシステムを実現し, 一般ユーザーも利用できるシステムを構築することを目的として進めた.

これまでの開発において, 複数サイクルの電流電圧励磁現象の解析結果を示すことが可能になった.

キーワード：励磁突入電流, 残留磁束, 瞬時電圧低下, オフセット磁束, 超過磁束

＊ 共同研究 (第2報)
＊1 機械電子部
＊2 株式会社興電舎
＊3 ����とは�
����������������������������

������アメリカ電気学会�の略称である.
＊4 突入励磁電流と突入線電流とを縫合して突入電流と

呼ぶことにした.



波高値計算値結果又は, 現地試験結果より, ａ相

投入位相角, 飽和磁束, 各残留磁束, 単位突入励

磁電流波高値を入力することで, 以下に述べる演

算に活用することとした.
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２�１項の入力値を基に, オフセット磁束, 最

大磁束, 超過磁束の演算を行い, その値を表にし

て表示することとした.

また, 単位突入励磁電流及び超過磁束より, 最

大突入電流波高値を求め, 各ポイントにおける時

刻を求めることで, 最大突入励磁電流の波形を生

成することができ, この波形より, 通常私たちが

取り扱うことができる突入線電流波高値及びその

波形を生成するようにした.
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２�２項で求めた突入励磁電流及び突入線電流

と系統インピーダンスを入力することで, 実系統

にあった瞬時電圧低下量を計算するようにした.
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２�１から２�３までの解析プログラムを関数化

し, 複数の解析データが与えられたら, それらの

データを元に解析し, グラフ表示するようにした.
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上記の手順により､ 突入線電流波高値及びそ

の波形を求め､ 実系統にあった瞬時電圧低下量

を求めることが可能になった｡ プログラム開

発は��������	
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�������を利用した.

図１に起動後電位位相角を計算した状態を示す.

ここで, ｢計算実行｣ボタンを押すと, 投入位相角,

オフセット磁束, 最大磁束, 超過磁束などが計算

される. 図２は励磁電流計算を実行した時の各位

相角での計算結果を示す.

図３から５は, 各段階での単位突入電流値にお

ける計算結果をリストで表示している状態を示す.

通常は, 図３から５に示す計算結果は表示され

ず, 計算結果による図６に示すようなグラフを表

示する. つまり, 図３から５のデータは, 計算結

果の確認のために用いられるものである.

変圧器加圧時の電気現象解析手法の開発
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�� 第一段 磁束計算結果��� データ入力初期状態

�� 投入位相角などの計算結果の表示



図６は磁束計算の結果をグラフ表示している.

今回の開発では, 各データをクラス化して, 取

り扱うようにしたため, プログラム開発が容易に

なった.

また, 図７は, 各段階での計算結果をまとめた

結果を示す.
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今回の開発により従来の表計算による手法と比

べ, 手軽に計算処理が行えるようになった. 今後

社内での利用を促進する予定である.
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変圧器加圧時の電気現象解析手法の開発
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�� 第一段磁束計算結果のグラフ表示

	

�� 複数データを合成したグラフ表示

	

�� 第二段 磁束計算結果

	

�� 第三段 磁束計算結果


